
(57)【要約】

　　　

【課題】

本発明は、小型化・稿入力・高性能化での、自己発熱高

騰に対応する熱放散性に優れたモータファンの実現を目

的とする。

【解決手段】

本発明に成るモータファンは、回転子ハブが金属等の良

熱伝導体より成り、その円筒部外周面に、軸方向に伸張

する複数の凹陥部を、又、羽根車の嵌合保持円筒部に、

前記凹陥部に嵌着する脚状部を備え、嵌着された状態で

脚状部と凹陥部の外周面が、円筒部外周面とほぼ同一径

となるように、もしくは、羽根車の嵌合保持円筒部の内

径が前記回転子ハブ外周面より大径で、該内周面に前記

凹陥部の深さよりも高さが高く軸方向に伸長した突条部

を備え、回転子ハブの外周面と羽根車の嵌合保持円筒部

内周面との間に隙間を形成し、前記凹陥部と脚状部又は

突条部との嵌着が羽根車の位置決め・固定手段を形成す

るように構成される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
通 風 路 を 形 成 す る ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ る 回 転 機 及 び そ の 制 御 回 路 と 、
回 転 軸 に 固 定 さ れ た 回 転 子 ハ ブ に よ り 前 記 回 転 機 の 回 転 子 永 久 磁 石 と 共 に 回 転 自 在 に 保 持
さ れ 前 記 ケ ー シ ン グ の 通 風 路 に 配 置 さ れ る 羽 根 車 と 、 を 備 え る モ ー タ フ ァ ン に お い て 、 前
記 回 転 子 ハ ブ は 、 金 属 等 の 良 熱 伝 導 体 よ り 成 り 、 頭 部 が 断 面 円 弧 状 部 を 有 し 、 該 頭 部 に 連
通 す る 円 筒 部 外 周 面 に 軸 方 向 に 伸 延 す る 複 数 の 凹 陥 部 を 備 え る と 共 に 、 羽 根 車 の 嵌 合 保 持
円 筒 部 端 縁 か ら 軸 方 向 に 伸 長 し 、 前 記 凹 陥 部 に 対 応 ・ 嵌 着 す る 脚 状 部 を 備 え 、 該 凹 陥 部 と
脚 状 部 の 嵌 着 が 羽 根 車 の 固 定 手 段 を 形 成 し て い る こ と 、 を 特 徴 と す る モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 脚 状 部 は 、 そ の 先 端 近 傍 の 前 記 凹 陥 部 と の 当 接 側 内 面 に 小 突 起 を 備 え 、 該 小 突 起 に 対
応 す る 部 位 に 形 成 さ れ た 凹 陥 部 の 穿 孔 と の 嵌 合 が 、 軸 方 向 の 位 置 決 め 手 段 と し て 機 能 す る
よ う に 構 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 脚 状 部 と 凹 陥 部 と は 、 そ の 外 周 面 が 、 嵌 着 さ れ た 状 態 で 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 外 周 面 と
ほ ぼ 同 一 径 と な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の モ ー
タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ４ 】
通 風 路 を 形 成 す る ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ る 回 転 機 及 び そ の 制 御 回 路 と 、
回 転 軸 に 固 定 さ れ た 回 転 子 ハ ブ に よ り 前 記 回 転 機 の 回 転 子 永 久 磁 石 と 共 に 回 転 自 在 に 保 持
さ れ 前 記 ケ ー シ ン グ の 通 風 路 に 配 置 さ れ る 羽 根 車 と 、 を 備 え る モ ー タ フ ァ ン に お い て 、 前
記 回 転 子 ハ ブ は 、 金 属 等 の 良 熱 伝 導 体 よ り 成 り 、 頭 部 が 断 面 円 弧 状 部 を 有 し 、 該 頭 部 に 連
通 す る 円 筒 部 外 周 面 に 軸 方 向 に 伸 延 す る 複 数 の 凹 陥 部 を 備 え る と 共 に 、 羽 根 車 の 嵌 合 保 持
円 筒 部 の 内 径 が 前 記 回 転 子 ハ ブ 外 周 面 よ り 大 径 で 、 該 内 周 面 に 前 記 凹 陥 部 の 深 さ よ り も 高
さ が 高 く 軸 方 向 に 伸 長 し た 、 対 応 凹 陥 部 に 嵌 着 す る 突 条 部 を 備 え 、 回 転 子 ハ ブ の 外 周 面 と
羽 根 車 の 嵌 合 保 持 円 筒 部 内 周 面 と に 隙 間 を 形 成 す る よ う に し た 該 凹 陥 部 と 突 条 部 の 嵌 着 が
、 羽 根 車 の 固 定 手 段 を 形 成 し て い る こ と 、 を 特 徴 と す る モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 突 条 部 が 、 そ の 内 周 端 縁 に 軸 方 向 に 伸 長 す る 伸 長 脚 状 部 を 備 え る こ と 、 を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ に 記 載 の モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 突 条 部 は 、 そ の 先 端 近 傍 の 凹 陥 部 と の 当 接 側 内 面 に 小 突 起 を 備 え 、 該 小 突 起 に 対 応 す
る 部 位 に 形 成 さ れ た 凹 陥 部 の 穿 孔 と の 嵌 合 が 、 軸 方 向 の 位 置 決 め 手 段 と し て 機 能 す る よ う
に 構 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 回 転 子 ハ ブ の 頭 端 部 に 連 通 す る 円 筒 部 の 内 周 面 に 、 拡 径 段 差 部 を 有 し 、 該 内 周 面 の 段
差 が 回 転 子 永 久 磁 石 の 位 置 決 め 手 段 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 回 転 子 ハ ブ は 、 磁 性 体 板 状 部 材 を 素 材 と し て 加 圧 成 形 さ れ 、 前 記 回 転 子 永 久 磁 石 と 当
接 す る 内 周 面 側 全 周 に 亘 っ て 同 寸 径 と し て 形 成 さ れ る 一 方 、 外 周 面 側 に 凹 陥 部 が 形 成 さ れ
る こ と で 、 該 凹 陥 部 分 に お い て 薄 肉 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の モ ー タ フ ァ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か の 構 成 を 具 備 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 遠 心 フ ァ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か の 構 成 を 具 備 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 軸 流 フ ァ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 小 型 化 ・ 高 性 能 ・ 高 入 力 化 で の 、 自 己 発 熱 高 騰 に 対 応 す る 熱 放 散 性 に 優 れ た
モ ー タ フ ァ ン の 実 現 を 目 的 と す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ７ － ０ ４ ６ ８ １ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 願 発 明 に 係 る モ ー タ フ ァ ン 等 で は 、 小 型 化 が 進 む 中 で も 、 性 能 向 上 ・ 長 寿 命 化 の ニ ー ズ
が 緩 和 さ れ る こ と は 無 く 、 こ れ ら の 動 力 源 と し て 多 用 さ れ て い る ブ ラ シ レ ス Ｄ Ｃ モ ー タ で
は 、 駆 動 回 路 を も 内 装 す る 構 成 を 採 る こ と か ら 、 上 述 先 願 公 報 に 見 る よ う に 、 駆 動 回 路 を
構 成 す る 電 子 部 品 の 放 熱 へ の 配 慮 も 欠 く こ と の 出 来 な い も の で 、 封 止 さ れ た 形 の 空 間 に 配
置 さ れ る 回 転 機 や 駆 動 回 路 が 故 の 温 度 上 昇 抑 制 に 係 る 重 要 な 課 題 と な っ て い る こ と は 周 知
の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ９ は 、 上 述 従 来 構 成 に 成 る 遠 心 フ ァ ン の 一 例 で 、 回 転 子 ハ ブ ２ － １ は 、 回 転 子 軸 と の 結
合 部 と 回 転 子 永 久 磁 石 の バ ッ ク ヨ ー ク を 兼 ね る カ ッ プ 状 金 属 部 と 、 該 金 属 部 外 周 面 を 覆 う
よ う に 多 翼 羽 根 車 と 一 体 的 を 成 す 樹 脂 成 型 部 と で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 図 １ ０ は 周 知 の 別 の 例 を 示 し 、 金 属 部 材 で 形 成 さ れ る 回 転 子 ヨ ー ク と 一 体 の 回 転 子
ハ ブ を 示 し 、 金 属 で 形 成 さ れ る 回 転 子 ハ ブ が 通 気 に 曝 さ れ る こ と か ら 、 内 部 の 熱 の 放 散 を
助 長 し て は い る が 、 回 転 子 ハ ブ の 頭 部 形 状 が 災 い し て 、 円 滑 な 通 気 が 行 わ れ ず 、 冷 却 効 果
と し て は 充 分 と は 言 え な い の が 実 態 で あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 述 の 如 き 従 来 の 構 成 は 、 性 能 と 動 作 に 関 わ る 電 子 部 品 の 放 熱 面 で の 高 温 回 避 策 と し て は
効 果 を 見 せ て い る が 、 止 む 事 の 無 い 小 型 化 と 高 性 能 ・ 高 入 力 化 の ニ ー ズ へ の 対 応 と し て 、
回 転 子 ハ ブ の 形 状 や 、 羽 根 車 と 一 体 を 成 す 樹 脂 の 覆 い 部 に よ る 該 回 転 子 ハ ブ の 熱 放 散 を 妨
げ る 構 成 の 改 良 が 、 更 な る 課 題 と し て 残 さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 成 る モ ー タ フ ァ ン は 、 通 風 路 を 形 成 す る ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ
る 回 転 機 及 び そ の 制 御 回 路 と 、 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 回 転 子 ハ ブ に よ り 前 記 回 転 機 の 回 転 子
永 久 磁 石 と 共 に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ 前 記 ケ ー シ ン グ の 通 風 路 に 配 置 さ れ る 羽 根 車 と を 備 え
、 前 記 回 転 子 ハ ブ が 金 属 等 の 良 熱 伝 導 体 よ り 成 り 、 頭 部 が 断 面 円 弧 状 部 を 有 し 、 該 頭 部 に
連 通 す る 円 筒 部 外 周 面 に 軸 方 向 に 伸 延 す る 複 数 の 凹 陥 部 を 備 え る と 共 に 、 羽 根 車 の 嵌 合 保
持 円 筒 部 端 縁 か ら 軸 方 向 に 伸 長 し 、 前 記 凹 陥 部 に 対 応 ・ 嵌 着 す る 脚 状 部 を 備 え 、 該 凹 陥 部
と 脚 状 部 の 嵌 着 が 羽 根 車 の 固 定 手 段 を 形 成 し 、 ま た 、 好 ま し く は 、
【 ０ ０ ０ ８ 】
前 記 脚 状 部 は 、 そ の 先 端 近 傍 の 前 記 凹 陥 部 と の 当 接 側 内 面 に 小 突 起 を 備 え 、 該 小 突 起 に 対
応 す る 部 位 に 形 成 さ れ た 凹 陥 部 の 穿 孔 と の 嵌 合 が 、 軸 方 向 の 位 置 決 め 手 段 と し て 機 能 す る
よ う に 構 成 さ れ 、 ま た 、
【 ０ ０ ０ ９ 】
前 記 脚 状 部 と 凹 陥 部 と は 、 そ の 外 周 面 が 、 嵌 着 さ れ た 状 態 で 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 外 周 面 と
ほ ぼ 同 一 径 と な る よ う に 形 成 さ れ 、 又 は 、
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 成 る モ ー タ フ ァ ン は 、 通 風 路 を 形 成 す る ケ ー シ ン グ と 、 該 ケ ー シ ン グ に 内 装 さ れ
る 回 転 機 及 び そ の 制 御 回 路 と 、 回 転 軸 に 固 定 さ れ た 回 転 子 ハ ブ に よ り 前 記 回 転 機 の 回 転 子
永 久 磁 石 と 共 に 回 転 自 在 に 保 持 さ れ 前 記 ケ ー シ ン グ の 通 風 路 に 配 置 さ れ る 羽 根 車 と を 備 え
、 前 記 回 転 子 ハ ブ が 金 属 等 の 良 熱 伝 導 体 よ り 成 り 、 頭 部 が 断 面 円 弧 状 部 を 有 し 、 該 頭 部 に
連 通 す る 円 筒 部 外 周 面 に 軸 方 向 に 伸 延 す る 複 数 の 凹 陥 部 を 備 え る と 共 に 、 羽 根 車 の 嵌 合 保
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持 円 筒 部 の 内 径 が 前 記 回 転 子 ハ ブ 外 周 面 よ り 大 径 で 、 該 内 周 面 に 前 記 凹 陥 部 の 深 さ よ り も
高 さ が 高 く 軸 方 向 に 伸 長 し た 、 対 応 凹 陥 部 に 嵌 着 す る 突 条 部 を 備 え 、 回 転 子 ハ ブ の 外 周 面
と 羽 根 車 の 嵌 合 保 持 円 筒 部 内 周 面 と に 隙 間 を 形 成 す る よ う に し た 該 凹 陥 部 と 突 条 部 の 嵌 着
が 、 羽 根 車 の 固 定 手 段 を 形 成 し 、 ま た 、 好 ま し く は 、
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 突 条 部 が 、 そ の 内 周 端 縁 に 軸 方 向 に 伸 長 す る 伸 長 脚 状 部 を 備 え 、 又 は 、
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 突 条 部 は 、 そ の 先 端 近 傍 の 凹 陥 部 と の 当 接 側 内 面 に 小 突 起 を 備 え 、 該 小 突 起 に 対 応 す
る 部 位 に 形 成 さ れ た 凹 陥 部 の 穿 孔 と の 嵌 合 が 、 軸 方 向 の 位 置 決 め 手 段 と し て 機 能 す る よ う
に 構 成 さ れ 、 ま た 、
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 回 転 子 ハ ブ の 頭 端 部 に 連 通 す る 円 筒 部 の 内 周 面 に 、 拡 径 段 差 部 を 有 し 、 該 内 周 面 の 段
差 が 回 転 子 永 久 磁 石 の 位 置 決 め 手 段 と な る よ う に 構 成 さ れ 、 更 に ま た 、
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 回 転 子 ハ ブ は 、 磁 性 体 板 状 部 材 を 素 材 と し て 加 圧 成 形 さ れ 、 前 記 回 転 子 永 久 磁 石 と 当
接 す る 内 周 面 側 全 周 に 亘 っ て 同 寸 径 と し て 形 成 さ れ る 一 方 、 外 周 面 側 に 凹 陥 部 が 形 成 さ れ
る こ と で 、 該 凹 陥 部 分 に お い て 薄 肉 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 小 型 化 や 高 入 力 ・ 高 性 能 化 で の 、 自 己 発 熱 高 騰 に 対 応 す る モ ー タ フ ァ ン の 、 熱
放 散 効 果 の 更 な る 改 良 を 実 現 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 図 面 に よ っ て 本 発 明 の 実 施 例 を 、 遠 心 フ ァ ン の 例 で 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ は 、 本 発 明 に 成 る 遠 心 フ ァ ン の 例 の 全 体 像 を 説 明 す る 半 断 面 図 で 、 詳 細 は 省 略 す る が
、 回 転 子 永 久 磁 石 ３ － ２ と 羽 根 車 ２ を 連 結 保 持 す る 回 転 子 ハ ブ ２ － １ は 、 金 属 等 の 良 熱 伝
導 体 で 形 成 さ れ 、 該 回 転 子 ハ ブ ２ － １ の 円 筒 部 と 羽 根 車 の 嵌 合 保 持 円 筒 部 と の 締 結 手 段 に
本 願 の 狙 い が あ る こ と を 示 唆 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 本 願 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す 要 部 拡 大 図 で 、 以 下 の 実 施 例 の 説 明 と 同 じ く 図 １ を
参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ の 締 結 部 外 周 面 の 正 面 図 （ ａ ） 、 そ の Ａ － Ａ 矢 示 断 面 図 （ ｂ ） 及 び Ｂ － Ｂ 矢 示 断 面 図
（ ｃ ） に 示 す よ う に 、 回 転 子 ハ ブ ２ － １ の 頭 部 円 弧 状 面 に 連 通 す る 円 筒 部 ２ － １ １ の 外 周
面 に は 、 所 定 数 ・ 所 定 配 置 さ れ た 軸 方 向 に 伸 長 す る 凹 陥 部 ２ － １ ２ が 形 成 さ れ る 一 方 、 該
凹 陥 部 ２ － １ ２ に 対 応 す る 形 で 、 羽 根 車 ２ の 嵌 合 保 持 円 筒 部 ２ － ２ １ の 端 縁 ２ － ２ ２ か ら
軸 方 向 に 伸 長 す る 脚 状 部 ２ － ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
即 ち 、 回 転 子 ハ ブ ２ － １ と 羽 根 車 ２ は 、 全 周 に 亘 る 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 ２ － １ １ と 羽 根 車
の 嵌 合 保 持 円 筒 部 ２ － ２ １ と の 嵌 着 が 、 軸 方 向 に 短 い 嵌 合 保 持 円 筒 部 ２ － ２ １ の 範 囲 で の
当 接 と 、 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 ２ － １ １ の 形 成 さ れ た 凹 陥 部 ２ － １ ２ と 上 記 短 い 羽 根 車 の 嵌
合 保 持 円 筒 部 の 端 縁 か ら 伸 長 す る 脚 状 部 ２ － ２ ３ と の 嵌 合 と の 併 用 で 固 定 さ れ る も の で 、
特 に 後 者 の 凹 陥 部 ２ － １ ２ と 脚 状 部 ２ － ２ ３ と の 嵌 合 は 、 周 方 向 の 締 結 力 を 確 保 す る の に
有 効 な 手 段 と な っ て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 第 ２ の 実 施 例 で 、 締 結 部 の 要 部 拡 大 断 面 図 （ ａ ） と 、 そ の Ｃ － Ｃ 矢 示 図 （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 羽 根 車 の 嵌 合 保 持 円 筒 部 ２ － ２ １ の 内 径 が 前 記 回 転 子 ハ ブ 円 筒 部 ２ － １ １ の
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外 周 面 よ り 大 径 で 両 者 の 間 に 隙 間 ６ を 設 け 、 こ の 隙 間 に 通 気 の 一 部 が 冷 却 空 気 ７ ’ と し て
流 れ る よ う に 形 成 さ れ 、 該 内 周 面 に 、 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 ２ － １ １ に 形 成 さ れ た 凹 陥 部 ２
－ １ ２ の 深 さ よ り も 高 さ が 高 く 、 軸 方 向 に 伸 長 し た 突 条 部 ２ － ２ ４ を 備 え 、 両 者 の 結 合 状
態 が 、 上 述 の 通 り 、 全 周 の 大 半 で 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 ２ － １ １ 外 周 面 と 羽 根 車 の 嵌 合 保 持
円 筒 部 ２ － ２ １ の 内 周 面 と に 隙 間 に 冷 却 空 気 の 流 れ ７ ’ を 確 保 し つ つ 、 回 転 子 ハ ブ 側 円 筒
部 の 凹 陥 部 ２ － １ ２ と 羽 根 車 側 の 突 条 部 ２ － ２ ４ と の 嵌 着 が 、 羽 根 車 の 固 定 手 段 を 形 成 す
る よ う に 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ４ は 、 第 ３ の 実 施 例 で 、 締 結 部 の 要 部 拡 大 断 面 図 （ ａ ） と 、 そ の Ｄ － Ｄ 矢 示 図 （ ｂ ） に
示 す よ う に 、 上 述 第 の 実 施 例 の 構 成 に 第 １ の 実 施 例 の 構 成 を 付 加 し た 形 の も の で 、 羽 根 車
の 嵌 合 保 持 円 筒 部 ２ － ２ １ の 端 縁 ２ － ２ ２ か ら 伸 長 脚 状 部 ２ － ２ ５ を 設 け る こ と で 締 結 力
を 補 完 す る も の で あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ５ は 、 第 ４ の 実 施 例 で 、 図 ２ に 示 す 上 述 第 １ の 実 施 例 に 、 軸 方 向 の 固 定 保 持 安 定 化 の た
め に 、 脚 状 部 ２ － ２ ３ の 先 端 近 傍 内 周 面 に 小 突 起 ２ － ２ ６ を 形 成 し 、 該 小 突 起 に 対 応 す る
部 位 の 凹 陥 部 ２ － １ ２ に 穿 孔 ２ － １ ３ を 設 け 、 両 者 の 嵌 着 が 回 転 子 ハ ブ ２ － １ と 羽 根 車 ２
の 締 結 力 、 特 に 軸 方 向 の 締 結 力 の 信 頼 性 確 保 に 備 え る も の で あ る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
同 様 に 、 図 ６ は 第 ５ の 実 施 例 で 、 図 ３ に 示 す 上 述 第 ２ の 実 施 例 に 、 突 条 部 ２ － ２ ４ の 内 周
端 縁 近 傍 に 小 突 起 ２ － ２ ６ を 形 成 し 、 該 小 突 起 に 対 応 す る 部 位 の 凹 陥 部 ２ － １ ２ に 穿 孔 ２
－ １ ３ を 設 け 、 両 者 の 嵌 着 が 回 転 子 ハ ブ ２ － １ と 羽 根 車 ２ の 締 結 力 、 特 に 軸 方 向 の 締 結 力
の 信 頼 性 確 保 に 備 え る も の で あ る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 図 ７ は 、 第 ６ の 実 施 例 で 、 図 ４ に 示 す 上 述 第 ３ の 実 施 例 に 、 軸 方 向 の 固 定 保 持 安 定
化 の た め に 、 伸 長 脚 状 部 ２ － ２ ５ の 先 端 近 傍 内 周 面 に 小 突 起 ２ － ２ ６ を 形 成 し 、 該 小 突 起
に 対 応 す る 部 位 の 凹 陥 部 ２ － １ ２ に 穿 孔 ２ － １ ３ を 設 け 、 両 者 の 嵌 着 が 回 転 子 ハ ブ ２ － １
と 羽 根 車 ２ の 締 結 力 、 特 に 軸 方 向 の 締 結 力 の 信 頼 性 確 保 に 備 え る も の で あ る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 図 ８ は 、 上 述 い ず れ の 構 成 に も 適 用 出 来 る 第 ７ の 実 施 例 で 、 回 転 子 ハ ブ の 円 筒 部 ２
－ １ １ の 内 周 面 に 、 回 転 子 永 久 磁 石 ３ － ２ の 軸 方 向 位 置 決 め の た め 、 段 差 ２ － １ ４ を 形 成
し た も の で あ る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 詳 細 は 省 く が 、 回 転 子 ハ ブ を 、 磁 性 体 板 状 部 材 の 加 圧 成 形 で 形 成 し 、 回 転 子 永 久 磁 石
と 当 接 す る 内 周 面 側 全 周 に 亘 っ て 同 寸 径 と し て 形 成 す る 一 方 、 外 周 面 側 に 形 成 さ れ る 凹 陥
部 の 配 置 を 回 転 子 永 久 磁 石 の 磁 極 ピ ッ チ に 対 応 さ せ る こ と で 、 バ ッ ク ヨ ー ク と す る 一 方 、
当 該 凹 陥 部 の 薄 肉 に よ る 磁 気 抵 抗 の 増 加 に よ る 磁 束 の 周 方 向 漏 洩 の 抑 制 に も 有 利 な よ う に
構 成 す る こ と も 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 述 実 施 例 は 、 い ず れ も 遠 心 フ ァ ン と し て 示 し て い る が 、 い わ ゆ る 外 転 型 回 転 機 に よ り 駆
動 さ れ る 羽 根 車 を 備 え 、 回 転 機 や 夫 々 の 制 御 回 路 が 内 装 さ れ る 構 成 の モ ー タ フ ァ ン に は 広
く 適 用 可 能 な も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 に 成 る モ ー タ フ ァ ン は 、 小 型 化 と 高 性 能 ・ 高 入 力 化 と い う 、 相 反 す る 条 件 を 求 め る
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ニ ー ズ に 広 く 応 え る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 成 る 遠 心 フ ァ ン の 例 の 半 断 面 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で 、 正 面 略 図 （ ａ ） 、 Ａ － Ａ 矢 示 図 （ ｂ ） 及 び Ｂ － Ｂ
矢 示 図 （ ｃ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 成 る 別 の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で 、 断 面 図 （ ａ ） と Ｃ － Ｃ 矢 示 図 （ ｂ ） で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 成 る 第 ２ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で 、 断 面 図 （ ａ ） と Ｃ － Ｃ 矢 示 図 （ ｂ ）
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 成 る 第 ３ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 成 る 第 ４ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 成 る 第 ５ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 成 る 第 ６ の 例 の 部 分 拡 大 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 従 来 技 術 に 成 る 遠 心 フ ァ ン の 例 の 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 に 成 る 遠 心 フ ァ ン の 別 の 例 の 半 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 　 　 　 　 ケ ー シ ン グ
　 １ － １ 　 　 　 軸 受 箱
　 ２ 　 　 　 　 　 羽 根 車
　 ２ － １ 　 　 　 回 転 子 ハ ブ
　 ２ － １ １ 　 　 円 筒 部
　 ２ － １ ２ 　 　 凹 陥 部
　 ２ － １ ３ 　 　 穿 孔
　 ２ － １ ４ 　 　 永 久 磁 石 の 位 置 決 め 段 差
　 ２ － ２ １ 　 　 羽 根 車 の 嵌 合 保 持 円 筒 部
　 ２ － ２ ２ 　 　 嵌 合 保 持 円 筒 部 の 端 縁
　 ２ － ２ ３ 　 　 脚 状 部
　 ２ － ２ ４ 　 　 突 条 部
　 ２ － ２ ５ 　 　 伸 長 脚 状 部
　 ２ － ２ ６ 　 　 小 突 起
　 ３ 　 　 　 　 　 回 転 機
　 ３ － １ 　 　 　 固 定 子
　 ３ － ２ 　 　 　 回 転 子 永 久 磁 石
　 ４ 　 　 　 　 　 回 転 軸
　 ５ 　 　 　 　 　 軸 受
　 ６ 　 　 　 　 　 隙 間
　 ７ 　 　 　 　 　 空 気 の 流 れ
　 ７ ’ 　 　 　 　 冷 却 空 気 の 流 れ
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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